
市
議
会
6
月
定
例
会
最
終
日

の
26
日
、
損
害
賠
償
請
求
事
件

の
一
審
判
決
確
定
に
伴
う
経
費

と
し
て
9
百
985
千
円
（
損
害
賠

償
金
7
百
785
千
円
・
弁
護
士
委

託
料
2
百
200
千
円
）
の
補
正
予

算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
２
０
１
９
年
12
月
24

日
、
当
時
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
を
し
て
い
た
元
市
職

員
が
担
当
を
し
て
い
た
市
民
を

刃
物
で
切
り
付
け
、
殺
人
未
遂

で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
で
す
。

そ
の
後
、
被
害
者
は
市
の
管

理
責
任
を
問
う
と
し
て
損
害
賠

償
を
求
め
た
裁
判
で
す
。
一
審

が
確
定
し
た
た
め
損
害
賠
償
金

と
し
て
被
害
者
に
支
払
わ
れ
る

も
の
で
す
。

事
件
後
、
市
で
は
専
門
家
で

生
活
保
護
業
務
検
証
委
員
会
を

立
ち
上
げ
改
善
を
図
っ
た
と
し

て
い
ま
す
。
主
な
対
応
策
は
、

保
護
世
帯
65
世
帯
に
1
人
の
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
、
不
当
要
求
に
は

組
織
で
対
応
す
る
こ
と
、
人
材

育
成
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策

等
充
実
を
図
っ
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
で
も

そ
の
後
の
経
過
に
つ
い
て
質
問

が
だ
さ
れ
、
市
は
検
証
委
員
会

の
報
告
に
基
づ
き
対
応
を
し
て

き
た
と
の
答
弁
で
し
た
。

安
倍
政
権
下
の
２
０
１
３
年

か
ら
生
活
保
護
基
準
が
段
階
的

に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
背
景
に
は
、
野
党
時
代

の
自
民
党
議
員
が
一
芸
能
人
の

母
親
が
生
活
保
護
を
受
け
て
い

た
と
の
事
例
を
出
し
、
12
年
か

ら
苛
烈
な
ま
で
生
活
保
護
バ
ッ

シ
ン
グ
を
行
い
、
そ
し
て
そ
の

年
の
選
挙
で
「
生
活
保
護
基
準

1
割
カ
ッ
ト
」
の
公
約
を
掲
げ

た
。
そ
う
し
て
政
権
に
返
り
咲

い
た
第
二
次
安
倍
政
権
が
真
っ

先
に
手
を
つ
け
た
の
が
、
「
公

約
」
通
り
の
、
生
活
保
護
の
引

き
下
げ
で
す
。

そ
れ
に
対
し
て
生
活
保
護
基

準
の
大
幅
な
引
き
下
げ
は
憲
法

25
条
の
生
存
権
に
反
す
る
と
し

て
、
全
国
の
利
用
者
が
国
と
自

治
体
を
訴
え
た
「
い
の
ち
の
と

り
で
裁
判
」
が
全
国
で
闘
わ
れ
、

す
で
に
43
の
判
決
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
原
告

の
27
勝
16
敗
と
い
う
結
果
で
し

た
。
そ
の
内
、
大
阪
高
裁
判
決

（
23
年
４
月
・
原
告
の
逆
転
敗

訴
）
と
名
古
屋
高
裁
判
決
（
23

年
11
月
・
逆
転
勝
訴
）
で
原
告

被
告
双
方
が
上
告
し
て
い
ま
し

た
。上

告
審
判
決
で
、
最
高
裁
第

３
小
法
廷
（
宇
賀
克
也
裁
判
長
）

は
27
日
、
保
護
基
準
引
き
下
げ

を
「
違
法
」
と
す
る
初
の
統
一

判
断
を
示
し
ま
し
た
。
２
０
１

４
年
か
ら
全
国
29
都
道
府
県
で

１
０
０
０
人
超
が
た
た
か
う
な

か
で
の
「
画
期
的
判
決
」
（
原

告
弁
護
団
）
で
す
。

判
決
は
、
厚
生
労
働
省
が
保

護
基
準
引
き
下
げ
で
物
価
下
落

率
を
使
っ
た
「
デ
フ
レ
調
整
」

に
は
合
理
性
が
な
い
と
指
摘
し

て
お
り
、
社
会
保
障
審
議
会
の

生
活
保
護
基
準
部
会
な
ど
に
よ

る
検
討
を
経
て
お
ら
ず
、
専
門

的
知
見
の
裏
付
け
を
認
め
ら
れ

な
い
と
し
ま
し
た
。
そ
の
う
え

で
厚
生
労
働
相
の
判
断
の
過
程
・

手
続
き
に
は
過
誤
、
欠
落
が
あ

り
、
生
活
保
護
法
違
反
だ
と
5

人
の
裁
判
官
全
員
が
認
定
し
ま

し
た
。

ま
た
判
決
は
、
国
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求
を
棄
却
し
ま
し

た
が
宇
賀
裁
判
長
は
「
反
対
意

見
」
で
、
利
用
者
が
最
低
限
度

の
生
活
を
満
た
せ
な
い
状
態
を

９
年
以
上
に
わ
た
り
強
い
ら
れ

て
き
た
と
し
て
、
「
精
神
的
損

害
を
慰
謝
す
る
」
必
要
性
を
指

摘
。
少
な
く
と
も
１
万
円
以
上

の
請
求
を
認
め
る
べ
き
だ
と
の

少
数
意
見
を
付
し
ま
し
た
。

名
古
屋
訴
訟
原
告
弁
護
団
の

内
河
惠
一
団
長
は
、
保
護
基
準

引
き
下
げ
は
12
年
の
総
選
挙
で

の
自
民
党
選
挙
公
約
を
厚
労
省

が
実
行
し
た
も
の
だ
と
批
判
し
、

「
判
決
は
、
利
用
者
の
実
態
に

思
い
を
は
せ
、
人
間
的
な
配
慮

が
な
さ
れ
た
。
国
に
対
し
、
利

用
者
が
生
活
を
回
復
す
る
努
力

を
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

大
阪
訴
訟
弁
護
団
の
小
久
保
哲

郎
事
務
局
長
は
「
完
勝
と
言
え

る
」
と
語
り
ま
し
た
。
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6
月
定
例
会
の
最
終
日
、
生
活
保
護
に
関
係
す
る
損
害
賠
償
事
件
の
一
審
判
決
確
定
に
伴
う
賠
償

額
の
補
正
予
算
が
提
出
さ
れ
議
決
し
ま
し
た
。
ま
た
6
月
27
日
最
高
裁
で
は
、
全
国
で
戦
わ
た
生
活

保
護
減
額
に
反
対
す
る
「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」
で
違
法
の
判
決
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

損
害
賠
償
が
確
定

全
国
で
裁
判
を
戦
う

損
害
賠
償
の
意
見
も

い
の
ち
の
と
り
で
裁
判

生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ

「
違
法
」
と
の
統
一
判
断

雑
感
今
月
の
参
議
院
選
挙
で
、
参
政
党
が
大
き
く
議
席
を
獲
得
す
る

と
の
報
道
が
出
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
政
策
や
公
約
、
ま
た
憲
法
草
案
を

見
る
と
、
戦
後
日
本
が
掲
げ
て
き
た
国
民
主
権
、
基
本
的
人
権
、
平
和
主
義

を
根
本
か
ら
崩
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
日
本
人
フ
ァ
ー
ス
ト
で
排
外
主
義

を
あ
お
り
、
憲
法
草
案
で
天
皇
に
主
権
が
あ
る
と
い
う
主
張
。
本
当
に
戦
前

の
大
日
本
帝
国
憲
法
か
と
思
わ
せ
る
内
容
で
す
。
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
日
本

共
産
党
元
衆
議
院
議
員
の
宮
本
徹
さ
ん
の
参
政
党
に
つ
い
て
の
動
画
で
す
。

何
本
か
あ
り
ま
す
の
で
、
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
を
し
て
見
て
く
だ
さ
い
。


